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2019年度第3回登録技術審査　結果
技術審査対象：
中小企業共通EDIドメインのレジストリ更新
提案者：ITコーディネータ協会
（1） 中小企業共通EDIメッセージ BIE表
（2） 中小企業共通EDIメッセージガイドライン
（3） 中小企業共通EDI実装ガイドライン

技術審査依頼期間：
2019年8月9日～8月26日

技術審査員：
	JEC運営委員会委員長			菅又　久直
	標準促進委員会委員			鈴木　耀夫
	標準促進委員会委員			瀬戸  剛士
	SIPS業界横断EDIタスクフォース委員	兼子　邦彦
	SIPS業界横断EDIタスクフォース委員	遠城　秀和

審査結果：
（1） 中小企業共通EDIメッセージ BIE表
· LineレベルのPurpose Code（新規、変更など）は、Line Status. Code（qDT: Line Status 1229）を使用すること。
· CIQ_ Document Line_ Document. Line Purpose. Code
CIQ_ Document Line_ Document. Status. Code
· CIOL_ Document Line_ Document. Line Purpose. Code
CIOL_ Document Line_ Document. Status. Code
· CIS_ Document Line_ Document. Line Purpose. Code
CIS_ Document Line_ Document. Status. Code
· 通常見積、発注後変更見積、納期見積の区分は、メッセージ・タイプを使用する。
· CIQ_ Exchanged_ Document. Category. Code
[bookmark: _GoBack]CIQ_ Exchanged_ Document. Type. Code



（2） 中小企業共通EDIメッセージガイドライン
ITコーディネータの標準促進部会にてレビュー・承認すみであり、特に問題はない。

（3） 中小企業共通EDI実装ガイドライン
ITコーディネータの標準促進部会にてレビュー・承認すみであり、特に問題はない。
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